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第１章 調査の概要 

１ 計画策定の背景と目的 

和光市では、「第４次男女共同参画わこうプラン（令和 3 年度～令和 12 年度）」を策定

し、取り組んでいますが、男女共同参画に関する実態を調査するため、中学生意識調査を

実施しました。   

 

 

 

２ 調査の種類 

調査対象 

和光市立の全中学校に通う中学２年生 627人 

 

 

 

３ 調査方法と回収結果 

◎市民意識調査 

調査期間：令和６年９月２日（月）～９月 30日（月） 

調査方法：各中学校において授業、朝会、ホームルーム等で実施 

Ｗｅｂによる回答 

 

 

＜中学生意識調査 回収結果＞ 

標本数 標本数 有効回収数 有効回収率 

大和中学校 280 件 250 件 89.3％ 

第二中学校 174 件 157 件 90.2％ 

第三中学校 173 件 150 件 86.7％ 

合計 627 件 557 件 88.8％ 

標本数は令和 6年 9月現在の中学 2年生生徒数（特別支援学級は含まない） 
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４ 調査項目 

 

調査項目 

・男女の性差についての意識 

・性別役割を大人から注意された経験 

・男女の地位の平等感 

・家事の手伝い状況 

・食事のしたくや家事の役割分担 

・家庭での役割分担 

・性別役割分担意識 

・希望する将来の働き方 

・男女共同参画に関する言葉の理解度  

 

 

５ 報告書の見方 

（１）各設問が単回答の場合は「ＳＡ」、複数回答の場合は「ＭＡ」と表記している。 

（２）調査結果の数値は原則として回答率（％）で表記している。％の母数は、その質問項目

に該当する回答者の数であり、（ｎ＝○○）と表記している。また、複数回答についても

「回答者の数」としている。  

（３）集計は、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。この

ため、各数値を足し上げても、100.0％にならない場合がある。  

（４）複数回答可の質問では、母数（回答者数）に対する回答率のため、各回答率の足し上げ

は 100.0％を超える場合がある。  

（５）「前回調査との比較」を行っている部分は、和光市が令和元年度に実施した調査結果を用

いている。 

（６）回答者数が 30 未満と小さいものについては、比率が動きやすく分析には適さないため、

参考として示すにとどめる。 
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第２章  中学生調査の結果 
 

(1)  回答者の性別［ＳＡ］ 

問１ あなたの性別はどれですか。自認している性別を選んでください。（○は１つ） 

 

 回答者の性別は、女子が 49.6％、男子が 47.6％で概ね半数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

(2)  性別役割について注意された経験［ＳＡ］ 

問２ あなたはおとなの人に「男だから○○しなさい」や「女だから○○しなさい」と言われた

ことがありますか。（○は１つ） 

 

「ぜんぜん言われない」と「あまり言われない」合わせてみると、全体は 71.8％、女子が 70.0％、

男子が 75.2％となっています。 

また、「よく言われる」「ときどき言われる」合わせてみると、全体は 26.4％、女子は 28.2％、

男子は 23.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 構成比(％)
女子 270 48.5
男子 274 49.2
その他 1 0.2
回答しない 10 1.8
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【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、「よく言われる」「ときどき言われる」合わせてみると、前回結果

より減少しています。このため、「ぜんぜん言われない」は 27.0％から 41.8％と増加しています。 

性別でみると、男女ともに前回より減少しており、男子は「よく言われる」が 9.8％から 3.3％

に減少しています。 
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(3)  性別役割について注意されたきっかけ［ＭＡ］ 

問２-１ 問２で「よく言われる」または「ときどき言われる」と答えた方に聞きます。 

どんな時に言われましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では「ことばづかい」と「服装・身だしなみ」がともに 46.3％で最も多く、次いで「すわ

り方」が 34.7％、「整理整頓」が 27.9％となっています。 

性別でみると、女子では「ことばづかい」が 65.8％、「服装・身だしなみ」が 63.2％、「すわ

り方」が 55.3％と多くなっています。 

男子では、「泣いたとき」が 45.3％、「スポーツ」が 34.4％、「お手伝い」が 26.6％と多くなっ

ています。  
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【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、女子は「ことばづかい」や「服装・身だしなみ」など“身だしな

みや作法”に関わる項目で高い傾向となっています。 

男子は「スポーツ」や「泣いたとき」など技能や精神的な機会での項目が多くなっています。 
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(4)  性別役割について注意されたときの心情［ＳＡ］ 

問２-２ 問２で「よく言われる」または「ときどき言われる」と答えた方に聞きます。 

あなたはその時どんな気持ちがしましたか。（○は１つ） 

全体では「いやな気持がした」が 50.3％で最も多く、次いで「何とも思わなかった」が 31.3％

「その通りだと思った」が 12.9％となっています。 

性別でみても同様の傾向であるが、女子は「いやな気持がした」が 52.6％で約半数を占め、男

子は「いやな気持がした」が 45.3％、「その通りだと思った」が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、「いやな気持がした」の割合が女子と男子ともに大きく増加して

います。また「その通りだと思った」の割合が女子と男子ともに減少となっています。 

男女ともに様々な機会で注意されることに対して理解するより心情が落ち込む傾向が高くな

っています。 
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(5)  男女の地位の平等感［ＳＡ］ 

問３ 次の①～③の場面で、男女の地位は平等になっていると思いますか。（○はそれぞれ１つ） 

 

① 家庭生活の場で 

全体及び性別いずれも「平等」が多く、全体では 65.4％、女子が 66.3％、男子が 65.3％となっ

ています。また、「女性が優遇（合計）」は 12.4％、「男性が優遇（合計）」は 9.3％となっています。 

性別でみても同様の傾向ですが、「女性が優遇（合計）」の割合が男性よりやや高くなりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、「平等」との意識は前回と同水準ですが、「男性が優遇（合計）」は

6.5％から 9.3％、「女性が優遇（合計）」は 11.3％から 12.4％でそれぞれ増加しています。性別

でみると、男子から見た女性優遇の意識が前回同様、高い傾向となっています。 
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② 学校教育の場で 

全体及び性別いずれも「平等」が多く、全体では 60.0％、女子が 58.9％、男子が 62.0％

となっています。また、「女性が優遇（合計）」は 20.8％、「男性が優遇（合計）」は 4.2％と

なっています。 

性別でみても同様の傾向ですが、「女性が優遇（合計）」の割合が男性より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、「平等」との意識は前回より減少しています。 

性別でみると、「女性が優遇（合計）」の意識が前回より高くなっており、男子の意識が女子よ

り高い傾向となっています。 
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女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

0.4

0.4

0.7

0.4

0.4

3.8

3.9

4.8

5.2

2.6

2.4

60.0

63.3

58.9

66.4

62.0

61.2

18.3

15.2

15.6

12.9

20.8

17.3

2.5

2.6

1.1

1.3

3.6

3.5

13.5

12.4

18.1

12.1

8.8

12.5

1.6

2.2

0.7

1.7

2.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

男
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男

性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女

性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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③ 社会全体の場で 

全体では、「平等」が 30.7％、「男性が優遇（合計）」が 25.8％、「女性が優遇（合計）」が

18.5％となっています。 

性別でみると、女子は「平等」が 27.4％、「男性が優遇（合計）」が 27.0％、「女性が優遇

（合計）」が 17.1％となっています。 

男子は「平等」が 33.9％、「男性が優遇（合計）」は 24.5％、「女性が優遇（合計）」は

20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、「平等」との意識は前回より減少し、「男性が優遇（合計）」と「女

性が優遇（合計）」の意識がそれぞれ高くなっています。  

性別でみると、女子は「女性が優遇（合計）」の意識が前回より高くなっており、男子は「男子

が優遇（合計）」と「女子が優遇（合計）」それぞれの意識が前回より高い傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.9

4.8

2.6

21.9

22.2

21.9

30.7

27.4

33.9

16.3

16.7

16.4

2.2

0.4

3.6

23.2

27.4

19.3

1.8

1.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

男
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

3.9

3.7

4.8

3.9

2.6

3.5

21.9

20.3

22.2

22.8

21.9

17.6

30.7

36.3

27.4

34.1

33.9

38.4

16.3

12.4

16.7

12.1

16.4

12.9

2.2

4.1

0.4

2.2

3.6

5.5

23.2

20.9

27.4

22.8

19.3

19.2

1.8

2.4

1.1

2.2

2.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

男
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性

が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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(6)  家事の役割分担［ＳＡ］ 

問４ あなたは、大人になったときに、家の中で、食事のしたくやそうじ、洗濯のような家事を

どのように行おうと思いますか。（○は１つ） 

全体では「自分も含めた家族が協力して行う」が 76.1％で最も多く、「自分だけで行う」が

11.8％、「自分以外の家族に行ってもらう」が 3.2％となっています。 

性別でみても、女子、男子とも同様の傾向となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)  子育ての役割分担［ＳＡ］ 

問５ あなたは、大人になり、子どもができたときに、どのように子育てを行おうと思いますか。 

（○は１つ） 

全体では「自分も含めた家族が協力して行う」が 85.3％で最も多く、「自分だけで行う」が 1.8％

「自分以外の家族に行ってもらう」が 0.9％となっています。 

性別でみると、女子は「自分だけで行う」が 2.6％、「自分以外の家族に行ってもらう」が 1.1％、

男子は「自分だけで行う」が 1.1％「自分以外の家族に行ってもらう」が 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

11.5

12.4

3.2

3.0

3.6

76.1

78.5

75.2

7.5

6.3

7.3

0.9

0.4

1.1

0.4

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

自
分
だ
け
で
行
う

自
分
以
外
の
家
族
に

行
っ
て
も
ら
う

自
分
も
含
め
た
家
族
が

協
力
し
て
行
う

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

1.8

2.6

1.1

0.9

1.1

0.7

85.3

85.9

85.8

10.4

8.5

10.9

1.6

1.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

自
分
だ
け
で
行
う

自
分
以
外
の
家
族
に

行
っ
て
も
ら
う

自
分
も
含
め
た
家
族
が

協
力
し
て
行
う

わ
か
ら
な
い

そ
の
他
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(8)  性別役割分担の意識［ＳＡ］ 

問６ 「男は仕事に専念して、女は家庭を守るべき」とあなたは思いますか。 （○は１つ）  

 

全体では「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」合わせて 83.2％で、「そう思

う」と「どちらかといえばそう思う」合わせて 9.7％となっています。 

性別でみると、女子は「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」合わせて 7.0％ですが、男子

は「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」合わせて 12.5％で男子の意識が少し高い傾向とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査結果と比較すると、「そうは思わない」の割合が 45.6％から 68.8％と増加しています。 

性別でみると、女子と男子とも「肯定する」割合は大幅に減少しましたが、男子は女子に比べ

て肯定する割合が高い傾向となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0

1.1

2.6

7.7

5.9

9.9

14.4

15.2

13.5

68.8

72.2

65.7

7.2

5.6

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=274)

(n=270)

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

2.0

5.5

1.1

3.0

2.6

7.5

7.7

16.2

5.9

14.7

9.9

18.0

14.4

15.0

15.2

18.1

13.5

12.5

68.8

45.6

72.2

52.2

65.7

39.2

7.2

17.6

5.6

12.1

8.4

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い
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(9)  性別役割分担意識の理由［ＭＡ］ 

問６-１ その理由をお教えください。（〇はいくつでも） 

「そう思う」の理由、「そう思わない」の理由 

 

① 「そう思う」の理由 

全体では「役割分担をした方が効率がよいと思うから」が 72.2％で最も多く、次いで「女

性の方が子育てや介護に向いていると思うから」が 35.2％、「男性の方が収入が多いと思う

から」が 27.8％となっています。 

性別でみても、全体と同様の傾向となっていますが、女子と男子とも、「女性の方が子育

てや介護に向いていると思うから」が次に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.2

35.2

27.8

20.4

9.3

7.4

3.7

68.4

42.1

26.3

15.8

15.8

15.8

5.3

76.5

32.4

29.4

20.6

5.9

0.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

役割分担をした方が効率

がよいと思うから

女性の方が子育てや介護

に向いていると思うから

男性の方が収入が多いと

思うから

身体のつくりが違うから

理由を考えたことはない

それが当たり前だと思う

から

その他

全体

女子

男子

(n=54)

(n=19)

(n=34)
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② 「そう思わない」の理由 

全体では「性別に関わらず仕事と家庭に関わる方がよいと思うから」が 76.0％で最も多

くなっています。このほか、「男女は平等であるから」が 9.3％、「性別に関わらず、得意な

ことをやればよいと思うから」が 8.4％となっています。 

性別でみても、全体と同様の傾向となっていますが、女子と男子とも、「性別に関わらず

仕事と家庭に関わる方がよいと思うから」が多い回答でした。  

男子は、「男女は平等であるから」と「性別に関わらず、得意なことをやればよいと思う

から」がやや女子より多い回答でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.0

0.6

9.3

8.4

2.8

2.6

79.7

1.3

7.2

6.8

2.5

2.5

72.8

0.0

12.0

9.2

2.8

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性別に関わらず仕事と家

庭に関わる方がよいと思

うから

女性が働くことは当たり

前だと思うから

男女は平等であるから

性別に関わらず、得意な

ことをやればよいと思う

から

理由を考えたことはない

その他

全体

女子

男子

(n=236)

(n=463)

(n=217)
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(10)  将来の働き方［ＳＡ］ 

問７ あなたは、将来どのような働き方をしたいですか。（〇は１つ） 

 

全体では「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと仕事を続けたい」が 47.4％で約

半数を占めています。次いで「ずっと仕事を続けたい」が 25.1％となっています。 

性別でみると、女子は「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと仕事を続けたい」

が 46.3％、「ずっと仕事を続けたい」が 17.4％、「子どもができたら仕事をやめ、大きくなった

らふたたび仕事をしたい」が 12.6％となっています。 

男子は「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと仕事を続けたい」が 49.3％、「ず

っと仕事を続けたい」が 32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.4

25.1

7.0
3.6

1.6 1.4

11.8

2.0

46.3

17.4

12.6

2.6 2.6 2.2

14.4

1.9

49.3

32.5

1.8
4.0

0.7 0.7

8.8

2.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

子
ど
も
が
で
き
て
も
、
お
休
み
を
も
ら
い
な

が
ら
、
ず
っ
と
仕
事
を
続
け
た
い

ず
っ
と
仕
事
を
続
け
た
い

子
ど
も
が
で
き
た
ら
仕
事
を
や
め
、
大
き
く

な
っ
た
ら
ふ
た
た
び
仕
事
を
し
た
い

仕
事
は
し
た
く
な
い

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は
仕
事
を
続
け
た
い

結
婚
す
る
ま
で
は
仕
事
を
続
け
た
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

全体 女子 男子

(n=557) (n=270) (n=274)
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【前回調査との比較】 

 前回調査結果と比較すると、「子どもができても、お休みをもらいながら、ずっと仕事を続けた

い」が前回結果より高くなっています。 

 性別でみると、女子は「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったらふたたび仕事を続けたい」

が減少しています。 

男子も「ずっと仕事を続けたい」が減少しており、「子育てと仕事の両立」を選ぶ傾向となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.1

26.2

17.4

13.8

32.5

36.9

1.4

3.2

2.2

6.9

0.7

1.6

4.9

2.6

9.5

0.7

0.8

47.4

36.5

46.3

29.7

49.3

43.5

7.0

12.0

12.6

22.4

1.8

2.7

3.6

1.0

2.6

1.3

4.0

0.8

11.8

14.6

14.4

14.7

8.8

13.7

2.0

1.6

1.9

1.7

2.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

ず
っ
と
仕
事
を
続
け
た
い

結
婚
す
る
ま
で
は
仕
事
を

続
け
た
い

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は

仕
事
を
続
け
た
い

子
ど
も
が
で
き
て
も
、
お

休
み
を
も
ら
い
な
が
ら
、

ず
っ
と
仕
事
を
続
け
た
い

子
ど
も
が
で
き
た
ら
仕
事

を
や
め
、
大
き
く
な
っ
た
ら

ふ
た
た
び
仕
事
を
し
た
い

仕
事
は
し
た
く
な
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他
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(11)  希望する職業(職種) ［ＭＡ］ 

問８ あたなは将来どのような仕事につきたいと思いますか。 

つきたいと思う仕事をつぎの（ ）の中に３つ以内で書いてください。 

希望する職種についてみると、女子では「美容師」「保育士」「イラストレーター」などが多いほ

か、教師、医療関係、デザイン関係などがあります。男子では「会社員」「公務員」「教師」などが

多いほか、スポーツ選手や IT 関係者等があります。 

女子は希望する職種が比較的明確に寄せられていますが、男子はまだ、希望が定まっていない傾

向となっています。 

【女子の希望する職種】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男子の希望する職種】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※ＡＩテキストマイニングにより図を作成しているため、一部回答の言葉が分割解析されています。
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【女子の希望する職種】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職種 ⼈数 職種 ⼈数 職種 ⼈数
美容師 29 図書館司書 2 ⻭科衛⽣⼠ 1
保育⼠ 25 俳優 2 ⼦供と関われる仕事 1
イラストレーター 24 社会福祉⼠ 2 作曲家 1
教師 18 事務職 2 差別がなく平等になっている仕事 1
会社員 17 国際公務員 2 国家公務員 1
医師/医療関係 16 警察官/検察官 2 航空関係 1
看護師 15 銀⾏員 2 研究者 1
薬剤師 13 外交官 2 検疫探知⽝ハンドラー 1
安定した職業 13 バレーボール選⼿/関係者 2 芸能⼈ 1
デザイン関係/デザイナー 13 プログラマー 2 警察⽝訓練⼠ 1
声優 9 スタバの店員 2 官僚 1
公務員 8 IT関係の仕事 2 絵関係 1
ペットショップの店員 8 エンジニア 2 画家 1
動物の飼育員 7 インフルエンサー 2 花屋 1
ディズニーキャスト 7 アナウンサー 2 営業 1
ヘアメイクアーティスト 7 陸上選⼿ 1 宇宙関係 1
ダンサー 7 理学療法⼠ 1 ロッテの社員 1
パティシエ 6 野球選⼿/野球関係者 1 リハビリテーション科 1
ネイリスト 6 本関係 1 ラジオのパーソナリティー 1
幼児教諭 5 舞台関係の仕事 1 テレビ/イベントスタッフ 1
漫画家 5 不動産 1 モノづくりをするところ 1
獣医師 5 俳優/役者 1 マンション管理 1
歌⼿ 5 農業 1 ベビーシッター 1
⾳楽関係の仕事 5 猫カフェ 1 プリキュア 1
スポーツ選⼿/関係者 5 ⽇清など 1 ファッションデザイナー 1
服飾関係 4 動物関係 1 ドンキの店員 1
YouTuber 4 動画関係 1 トリマー 1
接客業 4 投資家 1 ダンスに関わる仕事 1
⾃衛隊 4 建設業 1 タレント/アーティスト 1
建築業/建築⼠ 4 調⾹師 1 ソフトボール選⼿ 1
介護福祉⼠ 4 男⼥平等な会社 1 スタッフ 1
飲⾷店関連 4 ⼤⼿企業 1 ジュエリーショップ 1
パン屋 4 創作活動関係 1 サンリオのキャスト 1
ウエディングプランナー 4 ⽔泳関係 1 コールセンター 1
アパレル店員 4 吹奏楽に関わる仕事 1 コーチ 1
アニメ関係 4 ⼈のために役⽴つ事 1 カラーコーディネーター 1
製菓関係 3 新しいことに挑戦する 1 カメラマン 1
学者/研究者 3 障害者関係 1 カメラスタッフ 1
⼼理カウンセラー 3 証券会社 1 カウンセラー 1
作家 3 照明 1 ガイド 1
助産師 3 出張があるような仕事 1 アイリスト 1
管理栄養⼠ 3 宿泊施設業 1 みんなで協⼒できる仕事 5
バスケットボール選⼿/関係者 3 趣味 1 作る仕事 4
ゲーム関係 3 通訳業 1 世界に関わることのできる仕事 3
キャビンアテンダント 3 社⻑ 1 ⼈の役に⽴つ仕事 3
弁護⼠ 2 写真家 1 未定 40
専業主婦 2 ⾃営業 1
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【男子の希望する職種】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職種 ⼈数 職種 ⼈数 職種 ⼈数
会社員 33 総理⼤⾂ 2 健康に関すること 1
公務員 22 ⾷品関係 2 居酒屋 1
教師 20 社⻑ 2 球団職員 1
サッカー選⼿/関係者 18 国家公務員 2 技術者 1
IT関係の仕事 18 看護師 2 機械系 1
野球選⼿/関係者 17 ⾳楽関係の仕事 2 楽しい仕事 1
スポーツ関係 16 駅員 2 外交官 1
安定した職業 15 タクシードライバー 2 介護福祉⼠ 1
建築業/建築⼠ 13 スポーツトレーナー 2 家具店 1
ゲーム関係 12 コンビニの店員 2 化⽯発掘 1
料理⼈/料理関係 11 タレント/アーティスト 2 化粧品会社 1
⾃衛隊 11 デザイナー 2 駅の掃除係 1
プログラマー 11 林業 1 映像関係 1
医師/医療関係 10 陸上選⼿ 1 運動関係 1
YouTuber 10 翻訳業  1 運送 1
飼育員/動物関係 9 本関係 1 宇宙⾶⾏⼠ 1
飲⾷店関連 9 ⾵俗店 1 リモート 1
鉄道運転⼠ 8 建設業 1 ホテルマン 1
警察官/検察官 8 動画関係 1 ペットショップの店員 1
プロスポーツ選⼿ 8 通訳業 1 プロスノーボーダー 1
学者/研究者 7 調理師 1 パティシエ 1
薬剤師 7 地⽅公務員 1 テレビ/イベントスタッフ 1
鉄道関係 7 ⼤⼿企業 1 テニス 1
農業 5 設計会社 1 ダンスに関わる仕事 1
投資家 5 正社員 1 ダイバー 1
消防⼠ 5 親の会社 1 ジャーナリスト 1
エンジニア 5 審判 1 サックスプレイヤー 1
デザイン関係/デザイナー 4 出版社員 1 ケーキ屋 1
美容師 4 柔道整体師 1 クレーンオペレーター 1
接客業 4 ⾃然を守る仕事 1 グラウンドキーパー 1
銀⾏員 4 ⾃営業 1 お坊さん 1
漁師 4 コーチ 1 イラストレーター 1
ディズニーキャスト 4 プロボクサー 1 イベント関係 1
保育⼠ 3 ⼦供と関われる仕事 1 イトーヨーカドーの店員 1
俳優/役者 3 作曲家 1 アパレル店員 1
税務職員 3 裁判官 1 ⾃分に合ってる/好きな仕事 23
⾞関係 3 世界に関わることのできる仕事 1 稼げる仕事 10
プロゲーマー 3 航空関係 1 ⼈の役に⽴つ仕事 4
バスケットボール選⼿/関係者 3 ⼯業系 1 作る仕事 4
ダンサー 3 好きな芸能事務所の社員 1 みんなで協⼒できる仕事 3
漫画家 2 公務員以外 1 体を動かせる仕事 1
弁護⼠ 2 公務員   1 未定 42
獣医師 2 公認会計⼠ 1
⼤統領 2 検察官 1
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(12)  男女共同参画に関する言葉の理解度［ＳＡ］ 

問９ あなたは次の言葉を聞いたことがありますか。（○はそれぞれ１つ） 

 

① 男女共同参画社会 
全体では「聞いたことがない」が 50.8％で最も多く、「聞いたことはあるが内容は知らな

い」が 30.5％、「聞いたことがあり内容も知っている」が 18.3％となっています。 

性別でみると、女子は「聞いたことがない」が 51.1％、「聞いたことはあるが内容は知ら

ない」が 29.6％、「聞いたことがあり内容も知っている」が 18.9％となっています。 

男子は「聞いたことがない」が 50.4％、「聞いたことはあるが内容は知らない」が 31.8％、

「聞いたことがあり内容も知っている」が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、「聞いたことがあり内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容

は知らない」合わせて、32.1％から 48.8％と認知度は高くなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.3

18.9

17.5

30.5

29.6

31.8

50.8

51.1

50.4

0.4

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

18.3

13.2

18.9

12.5

17.5

14.1

30.5

18.9

29.6

17.2

31.8

20.8

50.8

67.5

51.1

70.3

50.4

64.3

0.4

0.4

0.4

0.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答
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② ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

全体では「聞いたことがあり内容も知っている」が 71.8％で最も多く、「聞いたことはあ

るが内容は知らない」が 12.2％、「聞いたことがない」は 14.7％となっています。 

性別でみると、女子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 76.7％、「聞いたことは

あるが内容は知らない」が 11.5％、「聞いたことがない」が 10.7％となっています。 

男子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 67.5％、「聞いたことはあるが内容は知

らない」が 13.1％、「聞いたことがない」は 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、「聞いたことがあり内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容

は知らない」合わせて、67.1％から 71.8％と認知度は高くなっています。  

性別でみると、「聞いたことがあり内容も知っている」が女子は減少していますが、男子は上

昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.8

76.7

67.5

12.2

11.5

13.1

14.7

10.7

18.2

1.3

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

聞
い
た
こ
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も
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い
た
こ
と
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あ
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が
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は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

71.8

67.1

76.7

80.2

67.5

54.9

12.2 

16.6 

11.5 

11.2 

13.1 

22.0 

14.7 

16.0 

10.7 

8.6 

18.2 

22.7 

1.3

0.2

1.1

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答
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③ デートＤＶ 

全体では「聞いたことあり内容も知っている」が 51.2％で、「聞いたことはあるが内容は

知らない」が 13.6％、「聞いたことがない」は 34.3％となっています。 

性別でみると、女子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 57.4％、「聞いたことは

あるが内容は知らない」が 11.5％、「聞いたことがない」は 30.7％となっています。 

男子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 44.5％、「聞いたことはあるが内容は知

らない」が 16.1％、「聞いたことがない」は 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、「聞いたことがあり内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容

は知らない」合わせて、52.4％から 64.8％と認知度は高くなっています。  

性別でみると、「聞いたことがあり内容も知っている」は女子と男子ともに増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.2

57.4

44.5

13.6

11.5

16.1

34.3

30.7

38.3
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い

無
回
答

51.2 

32.9 

57.4 

44.4 

44.5 

22.0 

13.6

19.5

11.5

20.3

16.1

19.2

34.3

46.9

30.7

35.3

38.3

57.3

0.9

0.8

0.4

1.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答
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④ セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

全体では「聞いたことがあり内容も知っている」が 81.3％で最も多く、「聞いたことはあ

るが内容は知らない」が 14.5％、「聞いたことがない」は 3.8％となっています。 

性別でみると、女子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 84.8％で最も多く、「聞い

たことはあるが内容は知らない」が 13.7％、「聞いたことがない」は 1.5％となっています。 

男子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 78.1％で最も多く、「聞いたことはある

が内容は知らない」が 15.3％、「聞いたことがない」は 5.8％となっています。 

女子は認知度が男子より高く、内容も含めて認識されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、「聞いたことがあり内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容

は知らない」合わせて、94.1％から 95.8％と前回同様に認知度が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.3

84.8

78.1

14.5

13.7

15.3

3.8

1.5

5.8
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無
回
答

81.3

81.7

84.8

87.9

78.1

76.1

14.5

12.4

13.7

9.1

15.3

15.7

3.8

5.3

1.5

2.2

5.8

7.8

0.4

0.6

0.9

0.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)

聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が

内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答
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⑤ ジェンダー 

全体では「聞いたことがあり内容も知っている」が 72.9％で最も多く、「聞いたことはあ

るが内容は知らない」が 20.3％、「聞いたことがない」は 6.8％となっています。 

性別でみると、女子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 78.9％で最も多く、「聞い

たことはあるが内容は知らない」が 16.3％、「聞いたことがない」は 4.8％となっています。 

男子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 66.8％で最も多く、「聞いたことはある

が内容は知らない」が 24.8％、「聞いたことがない」は 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、「聞いたことがあり内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容

は知らない」合わせて、52.4％から 93.2％と大きく増加しています。 

性別でみても、内容も含めて認知度が前回より上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.9

78.9

66.8

20.3

16.3
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6.8
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72.9 

26.6 

78.9 

31.0 

66.8 

22.4 

20.3

25.8

16.3
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23.5

6.8

47.5

4.8

40.9

8.4

53.7

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)
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無
回
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(13)  言葉の認知度［ＳＡ］ 

問 10 あなたは、ＬＧＢＴＱという言葉を知っていますか。（○は１つ） 

 

全体では「聞いたことがあり内容も知っている」が 39.3％、「聞いたことはある」が 26.6％、

「聞いたことがない」は 33.4％となっています。 

性別でみると、女子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 46.3％、「聞いたことがある」

が 23.7％、「聞いたことがない」は 29.3％となっています。 

男子は「聞いたことがあり内容も知っている」が 32.1％、「聞いたことがある」が 29.9％、「聞

いたことがない」は 37.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、「聞いたことがあり内容も知っている」と「聞いたことはあるが内容

は知らない」合わせて、72.2％から 65.9％と減少しています。 

性別でみると、女子と男子ともに認知度が低下していますが、女子は「聞いたことがあり内容

も知っている」が 58.6％から 46.3％と大きく減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.3

46.3

32.1

26.6

23.7

29.9

33.4

29.3

37.2

0.7

0.7

0.7
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い

無
回
答

39.3

48.3

46.3

58.6

32.1

38.8

26.6

23.9

23.7

22.8

29.9

25.1

33.4

27.6

29.3

18.1

37.2

36.1

0.7
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体】令和6年度(n=557)

令和元年度(n=493)

【女子】令和6年度(n=270)

令和元年度(n=232)

【男子】令和6年度(n=274)

令和元年度(n=255)
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と
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る
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た
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こ
と
が
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い

無
回
答
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(14)  性自認の悩みの有無［ＳＡ］ 

問 11 あなたは、自分の性について悩んだことはありますか。（○は１つ） 

 

全体では「（悩んだことが）ある」が 12.4％、「（悩んだことは）ない」が 72.5％となっています。 

性別でみると、「（悩んだことが）ある」が女子は 15.9％、男子は 8.0％で女子の割合がやや高

くなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(15)  性自認や性的指向に悩む人の有無［ＳＡ］ 

問 12 あなたの周りに自分の性自認（自分の性別をどのように認識しているか）や性的指向（ど

のような性別の人を好きになるのか）について悩んでいる人はいますか。（○は１つ） 

 

全体では「（悩んでいる人が）いる」が 13.3％、「（悩んでいる人は）いない」が 85.8％となっ

ています。性別でみると、「（悩んでいる人が）いる」が女子は 14.8％、男子は 10.9％で女子の

割合がやや高くなっています。 
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0.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

い
る

（
い
た
）

い
な
い

無
回
答
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(16)  性自認や性的指向に悩む人への心情［ＳＡ］ 

問 13 もし悩みを打ち明けられた場合、どのように感じますか。（○は１つ） 

 

全体では「受け入れることができる」が 64.5％、「受け入れることができない」が 3.6％、「わ

からない」は 31.1％となっています。 

性別でみると、女子は「受け入れることができる」が 73.3％、「受け入れることができない」

は 2.2％で、男子は「受け入れることができる」が 55.5％、「受け入れることができない」が 4.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.5

73.3

55.5

3.6

2.2

4.7

31.1

24.1

38.3

0.9

0.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女子

男子

(n=557)

(n=270)

(n=274)

受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
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(17)  自由記述（男女平等について日頃感じていることや疑問に思うこと） 

問 14 男女平等について、日ごろ感じていることや疑問に思うことなどを自由に書いてください。 

 

男女平等について、日ごろ感じていることや疑問に思うことなどを自由に記述いただいたとこ

ろ、208人から回答が寄せられました。 

 

 

（件）  

総計 208  

男女平等の考えについて 77  

男女の性差・役割分担について 33  

教育・学校生活について 11  

性の多様性について 20  

仕事について 4  

暴力・嫌がらせについて 2  

家庭生活について 4  

その他の意見 57  

 

 

【主な意見】 

 男女平等の考えについて 

●男女差別をなくすべきだと騒ぐ割には何もしていないなぁ…と思う 

●女のほうが少し優遇されていて平等じゃないと少し思う 

●平等な部分も多いけど、社会では昔問題になっていた女性への差別を気にしすぎている気がする。 

●男子は力が強く女子は器用というイメージになっていること 

●男女平等は大事だけど同じように扱うのは違うかなと思う。スカート＝女子みたいなイメージが

強すぎる。 

●男女不平等な一昔前の風潮がなぜ消えないのか 

●女子を優先している。 

●平等にすれば平和だと思う 

●女だからや男だからという考えをなくしていくべき 

●なぜ昔は、男は働く、女は家庭をまもる なんて考えがあったんだろう 

●男も女も平等なのにも関わらず、たまに男子にだけ接するのが多いことがある人がいた。 

●レディーファーストとは？ そんな言葉使わないほうが良いと思う。 

●人間は全員が人権を持っていてみんなが平等であるはずだから「男だから、、」「女だから、、」と

いう風に分けることはいけないなと改めて思いました。 

●平等な社会になってほしい。 



 

29 

●学校ではそこまで男女差別を感じていないが社会に出ると少しは男女差別がありそうです 

●○○だからと言って相手を嫌な思いをさせたりしているのに気づかないのはなぜかわかんない。 

●性別関係なく接する 

●身に着けているものや持っているものに男らしさ女らしさというものがあることに疑問を感じている。 

●性別による固定概念をなくしてほしい 

●以前よりは少なくなったけれど、まだ男女の偏見や差別が残っていると感じる。 

●みんな男女問わず仲良くしている 

●男女平等は進めるべきだと思うが、体の面で違うところも多いのでとても難しいと感じている。

明確な内容を、国が国民全体に伝えるべきだと思う 

●なぜ世間が認めないのかと思ってしまう 

●日本という国は男女平等を認めていると思うが、国民にはそこまで関心がなかったり、認めてい

る人が少ないと感じている。 

●男女平等を意識しすぎていると感じる。男女ではなく人として平等にしてほしい 

また、男女平等を認めない人もいるということも理解するべきだと思う 

●女の人が社会的に守られて過ぎて、更に女には優しいくしたり優遇されてなんかいや。他にも調

子に乗ってるのがいや 

●男女不平等はなくすべき 

●女子は赤、男子は青 

●男女平等を否定する人の否定する必要性が分かれない 

●平等を求めているはずなのに優位に立とうとしている人 

●男の子だから女の子だからと決めつける理由がわからない  

●補いあうことが大切だと思います 

●性別ではなく人という種族で区別すればいいと思う 

●男女で多少言葉遣いが変わっている気がする 

●ある程度のことを守っていれば男女平等だと思う 

●基本的には男女平等だと思うが、一部の人や場所では男性が優遇されていたり、女性が優遇され

ていると思う。 

●ニュースなどでよく言われているけれど、日常生活で、ほとんど男女不平等を感じることはありません。

しかし、誰もが自分の持っている才能、個性を発揮して、生きていける社会になるといいと思います。 

●男子トイレ、女子トイレなどで問題が起きていますが体で判断すればいいと思います。また批判

を食らうような発言は避けたいですね。 

●男女の地位の話はあまり聞かなくなりましたが、当たり前のようにそれに似た話を聞きます。 

●男女平等は必ず守らないといけないのですか？ 

●差があるのはしょうがない 

●もちろん男女平等は大事だが、過剰なものは少しどうかと思う。 

●女性や男性それぞれに対する偏見が定着していると感じている。また、男女平等を目指している社会

の中、女もしくは男の方が下と上下関係を決めつけた考えを持っている人を見たことがある。実際、

そんな人がいなくなることはないので、男女平等を達成することは不可能なのではないかと思う。 

●なんやかんや男女平等の社会ではない気がする 

●もっと平等にしたほうがいいと思う、例えば、男子はピンがダメとか意味が分かりません。 
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●最近は男女平等が当たり前になってきていると感じている。 

●レディーファーストいらないと思います 

●なぜ男女平等に接していけないのか？ 

●なぜ男性はこう、女性はこうという考えが世間に広まったのか疑問に思います。 

●日本はまだまだ平等には遠いのかなと思いました。 

●男子は男子だけ、女子は女子だけみたいなのはなくなってほしい 

●女の子だから、という理由で嫌な気持ちを少ししかしないのは、幸せなことなんだと思うし、女

という理由だけで仕事がもらえなかったりした時代にこの気持ちを少ししかしなかった人たち

はいなかったんだろうなと今日このアンケートで考えることができた。 

●平等より公平のほうがいいと思う 

●女性専用車両などを聞いたことがあり、男女関係なくすごせたらいいなと思います。 

●痴漢とかで被害を訴える人が多いならもう少し女性専用車両とか作った方が勘違いもされないしいい 

●女性専用車はあるが、男性専用車はないということ 

●電車の女性専用車両の取り組みはとてもいいと思う 

●男性のほうが力などが強いから女性が守られるのは当然だけど、最近の日本は女性よりも男性の

立場が低く感じられる。(女性専用車両を作るなら男性専用車両も作ってほしい) 

●女性専用車両は女性の安全を守るためにあるとも言えるけれどそれもジェンダーレスになるの

ではないかと思いました。 

●勝手に昔の人が女性像、男性像を考えてるんだから昔の人と話し合ってください 

●よく聞く話で「男だから奢る」や、「女だから上品に」が、なんでそうなんだろう？と思います。 

●男の人は私と言っていいのに、女の人が僕や俺を使うのがおかしいのか。 

●最近は女性用〇〇が増えてるなと思う． 

●女性がズボンを履くのは普通なのになぜ男性がスカートを履くと馬鹿にされるのか 

●最近女子だから○○などなくていい社会になってきていると思う 

●男女ともに平等な立ち位置にいられる関係になってほしい。 

●うるさいと言ったら男子みたいなイメージがある 

●女子には強く怒らないのなぜですか？ 

●服装など 

●あなたは何々だからといってすぐに決めつけている 

 

 

 男女の性差・役割分担について 

●なんで私っていう男性は礼儀正しいって言われるのに、俺とか僕っていう女性は気持ち悪いって

言われるんですか？ 

●女子が悪い時があるのに全部男子が悪いようにされること 

●力仕事の時に男子しか呼ばれないとき、身長が小さく細めの男子も含まれることに違和感を感じ

る時がある。 

●同じ大学でも女性のほうが厳しいのか。社会でどことなく男性が有利な気がする。 

また、政治家が年をとった男性が多いため、若い人や女性のためでなく、年のとった男性が生き

やすい政治な気がする。女性や若い人の政治にも目をむけられないのかと思う 
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●仕事や家事は、男女関係なくやるのがいいと思います。 

●仕事を分担するときに、これは男子、これは女子と決めつけられるときに、少し違和感を覚える 

●すべてのことや物を男女共有という形にしてしまったら学校のプールなども一緒になってしま

うのですこし気になります。 

●女性だから○○した方がいいっていうのがよく分からない 

●なんで女性専用車両があるのだろうか 

●女性専用車両はあるのになんで男性専用車両はないのか 

●制服違う 

●接し方 

●なぜ男のほうが筋肉があるのか 

●昔に比べて自分の好きな仕事に就けるようになった 

●男子や女子だからといって色々強制するのはよくないと思う｛手伝いなど｝ 

●社会の上のほうに位置する人が男性のほうが多いことが疑問 

●～だからできるなど 

●女性はこういうだとか男性はこういうものだとかだれがきめたんだろう？どういうつもりで言

ったんだろう？ 

●男子だから力があるという偏見について 

●男が荷物を持つのは当たり前っていう風潮があるからみんなで持てばいいとは 

●女だけが家事をしない 

●男子は力があるから力仕事とかそういうの一理あるから男女平等とか難しいなと思う 

●同じ内容なのに優遇されることがある。あまり気にしてないけど 

●「男子は力があるから」と学校で教科書を運ばされているのが不平等だと思う 

●女性や男性だからと仕事を断られたりすること 

●なぜ女は家事を、男は必ず働かないといけないのか、いまだに謎です。 

●女は家事とか男は仕事とかそんな古臭い決まりは破り捨てたほうがいいと思います。 

●それぞれの体に合った仕事をすべき 

●女子という目線からだけで言うと、社会がどうとかじゃなくて、生まれた時点でハンデを背負い、

毎月地獄を経験しているので、仕事の差は仕方がない側面もあると思った。 

●持久走の距離はなぜ男子のほうが長いのですか 

●男性と女性の体つきや体力などの違い、女性の暴力はそれほどであったとしても男性の暴力は本

当に危険で男性が短気を起こさないようになだめたり非難しなければならないほどであること、

どうしてそこまで違いが出るのか 
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 教育・学校生活について 

●先生が女子にやさしい 

●学校でも、女子が優先されて考えられていることがあって、なんで女性優先な社会が作られてい

たのかがわからない。 

●僕は女性ではないが、特に塾で、女性ってかわいそうだなと思う時があります。高校受験で、早

慶以上のレベルの、女性が受けられる高校は本当に少ないです。お茶の水、慶女、筑附、早実、

本庄、、、こんなものです。確かに頭はいいものの、やはり受けれる高校が限られているため、鬼

門になります。すると、塾のクラス分けテストの合格点も、おのずと男子より上がります。「男

子だったら受かったのに、、、」たまにそんなことを聞きます。特にクラスに落ちた人が、僕は、

これは本当にひどいことだと思っています。 

●自分の学校の制服が男性でも女性でも着られる制服に変わり、男女平等というものが身近になっ

てきているなと感じました 

●プールの時、女子は 7月に入るのに、男子は 9月に入るので、寒く感じ、風邪を引いてしまった

のでプールに入る期間を変えることができないのかなと思いました。そして、中学 1年生の時も

女子からだったので変えることはできないかなと思いました。 

●教育の場面で女性が優遇されてきているのでは 

●社会的にもっと男女平等に知るべきだ。 

●中学生になって少し女子とかかわりにくい 

●男女の関わりが高校とかになって共学じゃない場合だと少ないため差別がうまれやすそう 

●母親が、弟に教育する際、「男に二言はない」という言葉を使っているのを聞いたことがある。た

だ単に、噓をついたり自分で言ったことをやらないことは良くないことを教育したかっただけだ

と思うが、その言葉は社会で使っても良いのか、疑問に思った。日本にもともとこのような言葉

は、これから死語になっていくのか、疑問に思った。 

●ジェンダー平等なんだから、男女一緒に着替えてもいいんじゃない？ 

 

 

 性の多様性について 

●同性愛が認められない理由 

●同性の結婚を認めないこと 

●会社に行っている人が男性だけじゃなく女性も増えていることに平等な世界になってきている

と思いました。だけどたまにまだ昔の考えで同性愛を認められない人などがいてそのような人の

ことを苦しめているように感じた。 

●海外に比べ、日本はかなり男女平等な世界が成り立っていると思います。男しかできない仕事、

女にしかできない仕事なんて思い浮かばないです。ただ、世の中の風潮で、自認の性をどこでも

認めてしまうと、女性専用車両や公共のお風呂、スポーツのなどで不快な思いをする場面が増え

るのではないかと心配しています。そんな世の中は暮らしづらく苦痛だと思うので、必要に応じ

て生まれながらのせいで区別するべきところはするべきだと強く感じます 

●男装、女装をわらうのはおかしい 

●男にもなりたい 
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●近年はジェンダーを認める、いわゆる多様性の考えが広まっているが、最近疑問に思うのはその

考えを押し付けてくる人がいることだ。確かに LGBTの人は悪口や風評にあうこともあるが LGBT

の考えが正しいと思って接してくるのはそっちの身勝手なのかなと思っている 

●周りのことなど気にせずに自分の好きなように生きればいいと思う。 

●平等、平等いう割にはそんなに平等できているか？という疑問。 

そも、男女平等や LGBTQなど名前をつけて、ようやっと、受け入れている世の中に疑問 

●性に悩んでいる人にとってはあまり言い過ぎるのもかえっていやな気持になると思うので、その

人たちの気持ちも考えたほうがいいと思う。 

●LGBTQについてもっと知ってほしいなと思います。また、LGBTQのどれかに当てはまる人を気持ち悪い

と思うのではなく、そういう人もいるよねと受け入れる心をたくさんの人に持ってほしいと思います。 

●異性愛者の方も変に特別扱いせず、全員平等に扱うべき 

●男性でも女性でも自分の好きなようにいきるべきだし、周りもそれを認めてあげるべきだと思う 

●いち早く lgbtqという変態が得をするほうりつを今すぐにやめてほしい 

●男の人が『私は女だから女性トイレ行きます』というのが気に食わない。トランスジェンダーを

この世から消すべき。 

●性別にとらわれすぎ。きもいんだよ決めつけてくるな 

●ジェンダー平等をもっと実現していくといいと思う。 

●lgbtq について まず、私たちがとやかく言うことじゃないと思う。当事者が自分のしたいこと

を告白するべき。すべてを同じにするのは不可能だし、同じにしたとしてまた違った格差が生ま

れると思う。男女平等について 仕事や生活での男女格差では改善すべきだと思う。 

●どうして日本では同性婚が認められていないのかが、いまいちわからないです。子供が作れず少子高

齢化社会にあまり貢献できないというのもあると思いますが、今は結婚はそもそも子供を産む前提

でしているものではないと思います。異性同士で結婚している方々でも子供を産まない方もいると

思います。さらに両者の同意で結婚できるのなら、同性婚も認められるはずです。同性婚のメリッ

トを聞かれると、私は今のところ当事者ではないのでわからないのですが、逆に例えば異性婚で子

供を産まない方々は結婚する意味はないのでは、となってしまうと私は思います。日本の政府のこ

ういうことを考える機関の方々は、どのような考えをもって、同性婚を否定しているのでしょうか。 

 

 

 仕事について 

●仕事とかで女性が冷遇されていることがある。男女平等といいながら女子のほうが優先という時がある。 

●政治を行っている人が男性のほうが多いということ 

●政治界で活躍する女性が少ないこと。 

●性別によって、できるできない職があるのか。あるのなら、なぜか。 

 

 

 暴力・嫌がらせについて 

●女子と男子だけで話してたりするだけでいろんなことを言われる 

●女子のくせに可愛くないといじりの対象になる 
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 家庭生活について 

●奥さんが妊娠したときの旦那さんの育休が少ない 

●今ではお母さんでも働いている人が結構いるのでこのまま自由に仕事ができるような世の中に

なるといいと思います。 

●家庭内ではどうしても女性の方が権力を持っている 

●結婚も子育ても大事だから 

 

 

 その他の意見 

●なぜ男女差別というものがっできてしまったのだろうと思いました。 

●男女平等と言っているが、本当に男女平等なのか 

●なぜ男女平等にしない人がいるのか 

●正直男女差別とかどうでもいいし何も思ってないし考えてもない 

●時と場合に応じて言葉を使い分ける必要があると思う。 

●なんで差別が起きるのか不思議 

●男女関係なく好きなことをすればよいと思います。 

●なんでこういった差が生じてしまうのだろう 

●男子と女子は平等なのに男女差別などが起こるのはなぜか？ 

●差別をなくしてほしい 

●もっと男女平等な世の中になってほしいです。 

●みな、同じく平等に接してくれていると思います。ですが、時々差別などをする人はいたと思い

ます。差別がなく自由で好きなことができる世界になったらいいと思います。 

●男子と気まずい 男の人のたいはん苦手 

●良いことだ‼ 
●運動してるとき 

●牛角の半額になるやつは男性にもなにかあればいいけどなんもないから批判があったと思う 

●なぜ優しくないひとは生きている価値がないといわれるのか 

●もともとの性別をいうだけでも嫌なのかなと疑問に思うことがある 

●なんで日本はそんなに男女平等じゃないんだ 

●一部の人を除いて、クラス内で無意識のうちに男女で分かれているように感じる。？ 

●まだまだこの世に多いことだと思う。 

●人の都合がよい時この言葉を使い都合の悪いときこの言葉を使わない人が出できそう 

●昔までは男女差別があったけど今では少しは改善されたと思います。 

しかし、最近はそのことを悪用する人たちもいます。 

●女子にやさしくするな 

●男女平等はいいことだしかなってほしい現実だけど、やっぱりピッタリ平等は難しいし今の現状

だと少し難しいのかなと感じます。 

●よくテレビなどで男女の平等の番組をやっていて見ることがあるがいつも、なくなればいいのに

と思っています。 

●平等なんてできるのか 
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●男女平等を悪用しないでほしい 

●昔よりは男女差別がなくなったなと感じる 

●人それぞれだと思います 

●最近はなくなってきたが逆に少し厳しすぎだと思う 

●平等とかいってるのに結局平等じゃないが疑問。それなら無理に平等を意識しないほうが一周回

っていいと感じる。 

●なぜそんなことで争っているのか 

●男女平等を盾にして本来の意味を考えない無責任な人がいる   

●平等が一番良い 

●みんなが男女関係なく、過ごしやすい社会になればよいと思った。 

●自分の都合が悪くなったときにその話題を出したりいいように利用している方がいるのは良く

ないとおもう。 

●どのような政策を行っていますか。 

●オリンピック・パラリンピックの問題は、改善されないのか。 

●日本は世界全体でみると男女平等はどのぐらい進んでいるのか 

●人はなぜ区別したがるのだろうか 
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第３章  調査票 
 

和光市男女共同参画に関する中学生意識調査 
     

  

【お 願 い】 
 

  

中学２年生のみなさんこんにちは！ 

これはテストではありません。 

この調査は、和光市の中学２年生のみなさんが、男女平等をどのように考

えているのかを知るために行っています。 

あなたの名前は書かなくてよいので、あなたがどこに〇をつけたか先生や

他の人にはわかりません。あなたがいつも思っていることを答えてくださ

い。 

【答 え 方】 

 

 

１．答えは、問の後のあてはまる番号に○をつけてください。 

２．「その他」に○をした時は、（    ）の中に自分で考えた答えを書いて

ください。 

３．あてはまるものすべてと書かれている時は、思ったところ全部に○をつけ

てください。 

４．意味のわからない質問や答えたくない質問があったときは、その質問をと

ばして先に進んでください。 

 

 

和光市 企画部 企画人権課 人権文化交流担当    ：048-424-90８８ 

 

 

和光市男女共同参画推進係 
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学校名（              ） 

【あなたについて】 

問１ あなたの性別はどれですか。自認している性別を選んでください。（○は１つ） 

１ 女 ２ 男 ３ その他 ４ 回答しない 

 

【男女平等と性別役割分担意識について】 

問２ あなたはおとなの人に「男だから○○しなさい」や「女だから○○しなさい」と言わ

れたことがありますか。（○は１つ） 
 

１ よく言われる ３ あまり言われない 

２ ときどき言われる ４ ぜんぜん言われない 

 

問２－１ 問２で「よく言われる」または「ときどき言われる」と答えた方に聞きます。 

どんな時に言われましたか。（あてはまるものすべてに○） 
 

１ ことばづかい ６ すわり方 11 家に帰る時刻 

２ 服装・身だしなみ ７ 歩き方 12 スポーツ 

３ 整理整頓 ８ 勉強 13 お金の使い方 

４ お手伝い ９ テレビ番組 14 泣いたとき 

５ 食事の仕方 10 友達関係 15 その他（       ） 

 

問２－２ 問２で「よく言われる」または「ときどき言われる」と答えた方に聞きます。 

あなたはその時どんな気持ちがしましたか。（○は１つ） 
 

１ いやな気持ちがした ３ 何とも思わなかった 

２ その通りだと思った ４ その他（               ） 

 

問３ 次の（１）～（３）の場面で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

 （○はそれぞれ１つ） 

 男
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性

が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性

が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
ほ
う
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

（１）家庭生活の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（２）学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（３）社会全体の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問４ あなたは、大人になったときに、家の中で、食事のしたくやそうじ、洗濯のような

家事をどのように行おうと思いますか。（○は１つ） 
 

 
 

問５ あなたは、大人になり、子どもができたときに、どのように子育てを行おうと思い

ますか。（○は１つ） 

 

 問６ 「男は仕事に専念して、女は家庭を守るべき」とあなたは思いますか。 

    （○は１つ） 
 

１ そう思う ３ どちらかといえばそう思わない 

２ どちらかといえばそう思う ４ そうは思わない 

  ５ わからない 

 

問６－１ その理由をお教えください。（〇はいくつでも） 

「そう思う」の理由（「１」か「２」に〇） 「そう思わない」の理由（「３」か「４」に〇） 

１ 役割分担をした方が効率がよいと思うから 

２ 男性の方が収入が多いと思うから 

３ 女性の方が子育てや介護に向いていると思う

から 

４ それが当たり前だと思うから 

５ 身体のつくりが違うから 

６ その他（               ） 

７ 理由を考えたことはない 

１ 性別に関わらず仕事と家庭に関わる方がよい

と思うから 

２ 女性が働くことは当たり前だと思うから 

３ 男女は平等であるから 

４ 性別に関わらず、得意なことをやればよいと

思うから 

５ その他（               ） 

６ 理由を考えたことはない 

 

  

１ 自分だけで行う 

２ 自分以外の家族に行ってもらう 

３ 自分も含めた家族が協力して行う 

４ わからない 

５ その他（                          ） 

１ 自分だけで行う 

２ 自分以外の家族に行ってもらう 

３ 自分も含めた家族が協力して行う 

４ わからない 

５ その他（                          ） 
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問７ あなたは、将来どのような働き方をしたいですか。（〇は１つ） 
 

１ ずっと仕事を続けたい ５ 
子どもができたら仕事をやめ、大きく

なったらふたたび仕事をしたい 

２ 結婚するまでは仕事を続けたい ６ 仕事はしたくない 

３ 子どもができるまでは仕事を続けたい ７ その他（             ） 

４ 
子どもができても、お休みをもらいなが

ら、ずっと仕事を続けたい 
８ わからない 

 

問８ あたなは将来どのような仕事につきたいと思いますか。つきたいと思う仕事をつぎ

の（      ）の中に３つ以内で書いてください。 
 

１ 
（       ） 

２ 
（       ） 

３ 
（          ） 

 

 

【用語について】 

問９ あなたは次の言葉を聞いたことがありますか。（○はそれぞれ１つ） 

 聞
い
た
こ
と
が
あ
り

内
容
も
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
内
容
は
知
ら
な
い 

聞
い
た
こ
と
が
な
い 

①男女共同参画社会 
女性も男性も、性別にかかわらず一人ひとりが個性や

能力を発揮できる社会 
１ ２ ３ 

②ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス) 
夫婦や恋人など、親しい関係にある（あった）人から振るわ

れる暴力のこと（暴力には、叩くなどの体への暴力以外に

も、大きな声で怒鳴るなど精神的な暴力なども含まれま

す。） 

１ ２ ３ 

③デートＤＶ 
恋人からの暴力（暴力には、叩くなどの体への暴力以外にも、

大きな声で怒鳴るなど精神的な暴力なども含まれます。） 
１ ２ ３ 

④セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 
相手が望まない性的な言動や、性別による差別的な言

動によって相手を傷つけること 
１ ２ ３ 

⑤ジェンダー 
社会によって作り上げられた「男性像」「女性像」によ

って決められる性別のこと 
１ ２ ３ 
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【性の多様性について】 

問１０ あなたは、LGBTQという言葉を知っていますか。（○は１つ） 
   意味：Ｌ：レズ、Ｇ：ゲイ、Ｂ：バイセクシュアル、Ｔ：トランスジェンダー、Ｑ：クエスチョニン

グ、クィアの頭文字をとった言葉。自分が女か男かについての考えや、好きになる相手が女性か

男性かは自由で、体の性と合わなくても誰もが自分らしく生きられることが大切です。 

 

問１１ あなたは、自分の性について悩んだことはありますか。 

１ ある ３ わからない 

２ ない   

 

問１２ あなたの周りに自分の性自認（自分の性別をどのように認識しているか）や性的

指向（どのような性別の人を好きになるのか）について悩んでいる人はいますか。 

 

問１３ もし悩みを打ち明けられた場合、どのように感じますか。（○は１つ） 

 

問１４ 男女平等について、日ごろ感じていることや疑問に思うことなどを自由に書いて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 聞いたことがあり内容も知っている 

２ 聞いたことがある 

３ 聞いたことがない 

１ いる（いた） 

２ いない 

１ 受け入れることができる 

２ 受け入れることができない 

３ わからない 

ご協力ありがとうございました！ 
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